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研究成果の概要（和文）：本研究は、分配的正義論の国際学界における有力理論である運の平等主義や優先主義・十分
主義を震災復興政策上の分配問題にそくして検討することにより、各理論の射程を論定し、その修正・改良を提案する
ことを目的としている。研究活動の推進の結果、運の平等主義および十分主義の主要形態は種々の限界をもつが、両者
を各々改善した上で結合する方向性は有望であることが明らかとなった。
研究活動の主要な成果物として、運の平等主義と十分主義に関する国際会議報告および英語論文や、運の平等主義を精
査した国際会議報告および論文などが挙げられる。

研究成果の概要（英文）：This research project is intended to examine and develop luck egalitarianism and 
primary theories on distributive goals, including prioritarianism and sufficientarianism, in the context 
of post-disaster reconstruction policy. Our research revealed that major versions of luck egalitarianism 
have several limitations. However, it is promising to combine a refined version of luck egalitarianism 
with a new form of sufficientarianism.
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１．研究開始当初の背景 
法哲学の正義論や政治哲学の国際学界で
は、分配的正義研究は平等理念を焦点として
発展してきた。第 1に、選択／環境の区別に
基づいて、個人が左右しえない不運への補償
を主張する運の平等主義が抬頭し、広範な支
持をえる一方で、様々な批判も招き、論争が
続いている。第 2に、格差の最小化としての
平等、より不利な個人の利益をより重視する
優先性、万人への閾値までの保障のみを主張
する十分性という 3 つの分配理念について、
各理念の分析と三つ巴の論争とが行われて
いる。両論点はともに、平常時を前提した上
で、人間生活の特定面を他から切断し、思考
実験により抽象的に考察されてきた。 
 研究代表者は、東日本大震災の発生以来、
この未曽有の事態に法哲学専攻者としてい
かに貢献しうるかを思案してきた。その過程
で、震災復興という巨大な実践的課題への法
哲学的一応答の試みとして、この現実問題の
文脈において運の平等主義を検討するとと
もに、優先主義・十分主義を考察する本研究
を着想するにいたった。 
 
２．研究の目的 
本研究課題は、大規模災害という非常事態
を出発点として、居住基盤の崩壊や家族・共
同体の紐帯の切断が同時に発生した生活環
境の全面的危機状況における財・貨幣の分配
問題という文脈のなかで、法哲学・政治哲学
の先端的な諸理論を検討することを目的と
している。具体的には、地震・津波・原発事
故の被災地の状況や復興政策の過程を参照
しつつ、第 1に、運の平等主義がどこまで説
得力をもつか、また説得力が乏しいならばい
かなる修正・改良が必要かを検討し、また第
2 に、分配理念をめぐる有力理論である優先
主義・十分主義がそれぞれいかなる長短をも
ち、それらをいかに発展させうるかを探究す
る。 

 
３．研究の方法 
研究目的を効果的に達成するため、2 つの
班を設けて、班単位で運の平等主義と分配理
念というサブ・テーマに特化した研究活動を
遂行すると同時に、それと並行して全体会合
を重ね、各班の成果の共有・統合化を推進し
た。平成 25 年度には、各班において、一方
では法哲学的・政治的学的な研究蓄積の整理
から始め、最先端の研究状況の把握へと進み、
他方では東日本大震災の被災地の経緯・現状
や復興政策の実態と展望についても論点整
理を行った。続いて、復興政策を含む復興過
程の文脈における分配的正義論上の法哲学
的・政治的哲学的論点を抽出した。平成 26
年度には、研究代表者および各研究分担者が
それぞれ理論構築に着手し、共同討議を通じ
て理論を発展させ、国内外の会議や学術誌等
で成果を発表した。 

 

４．研究成果 
 本研究課題の主要な成果物として、運の平
等主義および十分主義の既存の形態は復興
政策の文脈では種々の限界をもつことを示
し、両者を各々改善した上で結合することを
提唱した宇佐美の国際会議報告および英語
論文や、災害後の文脈において運の平等主義
を多角的に精査した井上の国際会議報告お
よび論文が挙げられる。他の成果物および密
接に関連する成果物には、須賀による制度・
認識・社会正義に関する経済学的分析、那須
によるグローバリゼーション下での法概念
変容の検討、永松による東日本大震災の被災
地での雇用創出策の考察などが含まれる。 
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